放射 線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 (平成 25 年 度 継続 調査 ) の 評価 に つい て 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































区 分 有賀 久 哲 委員 板井 一 好 委員 稲葉 次 郎 委員 佐藤 至 委員 西崎 滋 委員 松田 尚樹 委員 和田 利彦 委員 
1 全体 評価 に つい て 尿 中 の 放射 性 セン ウム の | 1 回 目 、2 回 目 及 び 3 后 平成 25 年 度 継続 調査 に よ 尿 中 の 放射 性 セン ウム の | 平成 2 4 年 度 の 全体 評価 | 前 回 と 同じ 評価 で よろ し | 予想 通り 、 尿 中 の 放射 性 
量 は さら に 減少 し て お り 、 | の 調査 に 協力 が 得 ら れ た 41 | っ て 尿 中 放射 性 セン ウム 量 | 量 は 前 年 度 よ り も 更に 減少 | か ら 変更 すべ き 点 は な いと | いと 思い ます 。 セシウム の 量 は 、 前 回 の 調 
預託 実効 線量 も 0.01mSv| 名 (うち 2 名 は 2 回 目測 定 | すなわち 体内 の 放射 性 セン | し て お り 、 預 託 実 効 線量 も | 考え ます 。 査 よ り 減少 し て お り 、 健 月 
未満 で も や る こと か ら 、 放 射 | な し ) の 調査 結果 に つい て 、| ウム 量 が 低い レベ ル で あ | 調査 し た 全員 が 0.01mSyv へ の 影響 は 無視 で きる ほど 
性 セン ウム に よる 健康 影響 | 一 貫 し て 尿 中 セシウム 排 洪 | り 、 ED 未満 で あっ た 。 こ の 線量 は 小さ いと 考え られ る 。 
は 極め て 小さ いと 考え ら ま | 量 の 低下 が 認め られ 、 ま た 6 量 も 低い こと が 確認 で ヨ 然 放 射線 の 地域 差 と 比べ 
す 。 預託 実効 線量 も 3 上 上 調査 es i て も は る か に 小さ く , 放射 
結果 は 全員 が 0.01mSv 未満 人 た 5 性 セン ウム の 内 部 被 蝶 に よ 
と 極め て 低 レ ベル に ある た る 健康 影響 は 極め て 小さ い 
め 、 今 後 と も 健康 上 の 問題 と 考え られ る 。 
は 生じ な いと 考え られ ま 
す 。 

2 県 (行政 ) に 対す る 助 | 測定 値 , 預託 実効 線量 と | 今回 の 調査 で 前 2 回 に 比 | 24 年 、25 年 の 調査 に よっ | 調査 を 3 年 継続 し た 結果 | 調査 協力 者 の 8 割 が 不 検 | 協力 者 数 も 少な く な っ て | 上 記 の こと より 、 調 査 の 
言 に つい て も きわ め て 小さ く , 調査 の べ て 尿 中 セシウム 排 潤 量 が | て 内 部 被ばく 線量 が 低い レ | 内 部 被 曲線 量 が 極め て 少な | 出 と な っ て お り 、 ま た 、 協 | お り 、 ま た 健康 影響 を 考え | 継続 は 必要 な いと 考え られ 
(1) 今後 の 調査 方 法 継続 は 必要 な いよ うに 思わ | 低下 し て いる こと 、 今後 の | ベル で ある こと が 確認 で き | いこ と が 明確 と な り , 今年 | 力 者 数 も 減少 し て いる こと | る レベ ル の 線量 で は あり ま | る 。 

れ ま す 。 環境 中 放射 性 セン シン ウム 量 の | た の で 、 放 射線 内 部 第 ば く | 度 の 調査 で は 約 80% の 児童 | か ら 、 調 査 を 継続 する 必要 | せん の で 、 こ の よう な パネ 
測定 値 が 上 昇 し た 方 が 若 | 低減 や 食物 の 放射 線量 の 検 | 健康 影響 調査 の 継続 は 必要 | で 尿 中 セン シウム が 不 検出 で | は な いと 考え ます 。 ル 調 査 は 終了 し て も 良い と 
二名 お り ま す が , これ は 測 | 査 体制 が 整備 され て いる こ | な いと 考え ます 。 調 査 の 継 | あっ た こと , な ら び に 調査 考え ます 。 希望 者 に 対し て 
定 誤差 の 範囲 に 入っ て いな | と を 考慮 する と 、 今後 の 調 | 続 が 行わ れる 場合 は 調査 手 | 希望 者 が 年 々 減少 し て いる 検査 を 行なう 体制 を 何ら か 
いで し ょ うか . 統計 学 的 分 | 査 は 必要 な いと 考え ます 。 | 法 も 継続 する こと が 望ま れ | こと か ら , 調査 の 継続 は 不 の 形 で 残し て お く こ と は 必 
析 な ど は ある の で し ょ う ます 3 要 で ある と 考え られ る 。 要 か も し れ ま せん が 、 そ の 























か >。 


うく 


千 果 は 個人 に 返さ れる も の 
で 、 調 査 と し て まとめ る こ 
と は 不要 か と 思い ます 。 







































































(② 甲状腺 超 
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波 検 査 これ まで の 測定 か ら 推 測 | 岩手 県 に お ける 放射 性 ヨ | 環境 モニ タリ ング の 結果 | 本 県 児童 の ヨウ 素 に よる | 現 段 階 で は 必要 な いと 考 | これ も 不要 で 、 希 望 者 へ | 不安 が 強く 、 検 査 を 希望 さ 
し て 放射 性 ヨウ 素 の 彼 ば く 素 に よる 甲状腺 被 蝶 に 関 | 等 か らし て 甲状腺 線量 は 低 | 被 蝶 状況 は 不明 で ある が , | えま す 。 た だ し 、 福 島 県 以 | の 検査 に つい て も 、 あ くま | れる 方 に は 、 受 診 出 来る 様 な 
は 少な く , 甲状腺 超 音波 検 | し て 、 事 故 直後 の 被 嘱 線量 | か っ た と 考え られ 、 甲 状 腺 | セン ウム に よる 汚染 状況 か | 外 の 3 県 で の 追跡 調査 の 結 | で 個人 受診 で 良い の で は な | 配慮 が 必要 。 
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査 は 不要 と 考え ます 。 が 不明 で ある た め 影 響 を 評 | 超 音 波 検査 の 必要 は な いと | ら 類 推し て 福島 県 民 の 被 虹 | 果 が 福島 県 で の 甲状腺 が ん | いか と 考え ます 。 
価 す る こと は 困難 で す が 、 | 考え ます 。 量 よ り も 相当 低い も の と 考 | の 発症 状況 と 有意 の 差 が あ 
これ まで の セシウム の 測定 えら れる こと か ら , 当面 は | る か どう か 注視 し て いた だ 
結果 か ら 推 測 す る と 甲状腺 甲状腺 の 超 音 波 検査 は 行わ | きた い 。 
障害 を 草 起 する レベル に は ず , 福島 県 で の 検査 結果 を 
な か っ た と 判断 で きる こと 注視 する に 止め て よい も の 
か ら 、 甲 状 腺 超 音 波 検査 は と 考え られ る 。 
必要 な いと 考え ます 。 



































区 分 有賀 久 哲 委員 板井 一 好 委員 稲葉 次 郎 委員 佐藤 至 委員 西崎 滋 委員 松田 尚樹 委員 和田 利彦 委員 






































































































































































































































(3③) その 他 放射 性 カリ ウム の グラ フ は | 現在 実施 し て いる 食物 や | 現状 に お いて 対応 が 必要 | 放射 線 お よび 放射 線 の 健康 | 食品 の 検査 、 汚 染 状況 の | 健康 影響 に 直 NAO 特に あり ませ ん 。 
却って 混乱 を 招く 可能 性 が | 環境 の 放射 線 の 監視 体制 を | な も の は あり ませ ん が 、 放 | 影響 や , 様々 な も の の 発 が | 把握 、 県 民 へ の 情報 提供 を | ベル に は あり ます が 、 今 で 
あり , 不要 の よう に 思わ れ | 維持 し 、 県 民 の 不安 を 取り | 射線 健康 影響 に 関す る 国 や | ん リス ク に つい て 産 蒙 活動 | 継続 し て いた だ きた い 。 も 41 人 中 9 人 か ら 放 射 性 セ 
ます 。 除き 安心 し て 生活 で きる よ | 福島 県 で の 動き に 行政 と し | を 継続 し て も らい た い 。 シウム が 検出 され て いる こ 
焦 査 は 不要 で ある と 明記 | うな 情報 を 提供 し 続け る こ | て 関心 を 持ち 続け る 必要 は と が 気 に な り ま す 。 昨 年 は 
する と と も に , 一 方 で 相談 | と が 必要 で 有る と 考え ま | ある と 考え ます 。 41 人 中 16 人 で し た の で 減少 
窓口 の 長期 的 開設 を 保証 す | す 。 し て は いま す が 、 生 物 的 半 
る こと が 好ま し いよ うに 思 減 期 で 説明 で きる の か 、 汚 
われ ます 。 染 飲食 物 摂取 の 可能 性 が あ 











っ た の か 、 試 料 取扱 中 に 汚 
染 し た の か 、 低 放射 能 だ け 
に 色々 な 可能 性 が 考え られ 



























































































































































































































































































































































































































































まお %。 

3 県 民 に 対す る 助言 に | 新た に 追加 する こと は ご | 市販 され て いる 食材 は 安 | 特段 の 注意 事項 は あり ま ON 野生 の キノ コ や 山菜 に つ | 健康 影響 上 、 特 に 気 に す | 市 場 を 流通 し て いる 飲食 物 
つい て ざい ませ ん 。 心して 使用 し て 良い の で 、 | せん 。 な い 状 況 に , 市 販 の 食 | いて は 一 度 汚染 レベル を 確 | る こと は あり ませ ん が 、 放 | は 、 間 題 な いと 考え ます 。 
(① 内 部 被ばく の 防止 ト 安 か ら 偏っ た 食事 に な ら 夫 光 0 は 特段 の 配 | 認 し て 下さ い 。 射 能 の 新た な 取り 込み を 防 

な いよ うに し て くだ さい . RM ぐ と いう 意味 で は 、 大 基 の 
た だ し 、 山 野 に 自生 する | し , 野生 の きのこ や 山菜 で 土 ぼ こり な どの 吸入 や 、 そ 
菜 や キノ コ 類 に つい て は 検 は 今 で も 一 部 汚染 の 高い 地 れ に よっ て 汚染 され た お そ 
査 さ れ た も の に つい て 食用 域 が ある た め , 山菜 採り な れ の ある 飲食 物 の 摂 食 に 気 
に 供する よう に し て くだ さ ど を する 方 は 県 の ホー ムペ を つけ る と いう 程度 か と 思 
い 。 ー ジ を 参考 に し て くだ さ いま す 。 
い 。 
(② 外部 被ばく の 防止 新た に 追加 する こと は ご | 除 染 が 進む こと に よっ て | 特段 の 注意 事項 は あり ま | 特に あり ませ ん 。 BE 昨年 と 同様 で す 。 特に あり ませ ん 。 
ざい ませ ん 。 外部 被 蝶 量 は 低減 する と 考 | せん 。 こ は 長 く 留 ま ら な いよ うに 
えら れ ま す が 、 ス ポッ ト 的 0 
に 高い 場所 は 避け る よう な 
配慮 が 必要 で す 。 
(③⑬ その他 の 助言 特に ご ざい ませ ん 。 特に あり ませ ん . 喫煙 、 飲 酒 、 食 事 、 運 動 | 放射 線 の 影響 と し て 心配 | 特に あり ませ ん 。 放射 能 の リス ク に と ら わ | 特に あり ませ ん 。 
等 の 生活 習慣 に 関し て 一 般 | され る の は が ん で す が , が れる こと な く 、 食 を 含め て 
に 言わ れ て いる 健康 的 な 生 | ん の リス ク は 放射 線 以外 に 健康 で 規則 正しい 生活 に 努 
活 を 送る よう に 努め る こと | も 食 習 慣 や 飲酒 , 運動 不足 め る こと が 一 番 だ と 思い ま 
が 大 切 で ある と 考え ます 。 な ど 様 々 な 要因 に よっ て 高 す 。 
まる こと が 知ら れ て いま 
す 。 従っ て , が ん を 予防 す 
る た め に は 生活 習慣 の 改善 
に 取り 組む こと が 第 一 で 
す 。 
4 その 他 内 部 被ばく の 減少 を 経時 特に あり ませ ん 。 特に あり ませ ん 。 特に あり ませ ん 。 




















的 な 測定 値 で 示す こと は 有 
意義 だ っ た と 思い ます . ご 
苦労 様 で し た 。 



































